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はじめに 

 

宇佐市教育委員会では、「大人が学び、子どもたちが学ぶ教育の郷づくり」の

基本理念のもと、人々がいつでも、どこでも、だれでも学ぶことができる教育

環境の整備に努めている。 

この度、平成２７年度から１０年先を見通した本市の教育行政の方向や施策

を示した「宇佐市教育振興基本計画」を策定した。 

この計画は、国の第２期「教育振興基本計画」、また「第二次宇佐市総合計画

前期基本計画」の第５章「個性豊かな人材と文化を育むまち」に掲げる教育部

門に沿った形で計画し、基本的な施策から枝分かれし、より具体的な施策へと

体系化しているものである。 

特に本計画の特色としては、「宇佐市が目指す教育」を実現していくための「３

つのビジョン」と「１０の取組の方向」さらには、その取組み方向に基づいた

「３０の重点施策」を整理し、次代を担う子どもたちが心豊かに、社会を生き

抜く力を身に付けられるよう宇佐市らしい教育の推進を示している。 

「宇佐市教育振興基本計画」に基づき、平成２７年度の基本方針等では、教

育分野の方向性を示し、教育の一層の充実を図る。 

 

１．管理課 

≪管理係≫ 

 

（１）基本方針 

教育委員会の方向性や重点的な取り組みを、「教育行政方針」として市民に

示し、「教育に関する事務の管理及び執行状況の点検・評価に関する報告書」

では、それぞれの施策が確実に実施され、どのような成果があるかなどを点

検・評価することで、教育行政の改善を図り、地域住民の意見を反映しなが

ら、教育に関する情報提供に努め、開かれた教育委員会を目指す。 

併せて、少子化に対応した活力ある学校づくりに向けて、小学校の適正規

模・適正配置等に関する調査研究を行う。 

１１月の第３日曜日の「うさ教育・家庭・読書の日」では、平成２５年度

及び２６年度と親子で読書に取り組む推進事業を実施したところであるが、

平成２７年度は、合併１０周年事業にあたるため、事業を拡大して行うこと

としている。 

また、高等学校等へ勉学の意欲がありながら、経済的理由により修学が困

難な生徒に対して奨学制度による支援を行う。 

学校施設の維持管理については、各学校の施設環境整備、特に学習意欲の

向上のため、教室環境の整備を図る。 

 

（２）重点目標 

ア 教育委員会の活性化 

本年度も引き続き、地域のニーズに応じた教育行政を主体的に企画し、実

行していくために、教育委員への情報提供を行いながら、学校や地域教育施



設等の計画的な視察、市長、学校、保護者との意見交換など広聴活動を行い、

教育活動の状況や教育委員会が行っている施策等を保護者や地域住民に周知

させ、広報活動の充実を図ることが必要である。 

そして、保護者や地域住民の期待にこたえる質の高い教育を実現していく

ために、教育委員会体制をより充実し、教育委員会の活性化を図る。 

毎年１１月の第３日曜日の「うさ教育・家庭・読書の日」については、教

育委員会、学校、家庭等で読書活動の推進により、豊かな心の育成や学力向

上の機運の醸成に取り組む日として推進事業を実施する。 

イ 学校施設・設備の充実 

市内小中学校の施設の老朽化、不便さがあるところ等、地域や PTA が中心

となり、環境整備を行う活動の支援を行う。また、学習意欲の向上にむけて

環境改善を図り、小学校の規模の適正化等の検討を行うため、公立学校適正

規模検討委員会を開催する。 

 ウ 奨学制度による支援 

  高等学校、高等専門学校へ進学する生徒に対して、奨学制度による支援を

行う。 

 

（３）事業計画 

具体的な施策 指標の説明 
平成２７年度 

指標 
備考 

ア 教育委員会の活性化（５項目） 

①教育委員の視察・研修への

取組 

学校、各種教育施設の視

察・先進地研修 
実施（9 回） 

学校訪問２回 

社会教育施設訪問１回 

図書館施設訪問１回 

給食センター訪問２回 

先進地研修１回 

教育委員研修２回 

②教育行政方針の策定 教育委員会の方向性を明確

化する。 
実   施 

 

③宇佐市教育委員会ニュー

スの発行 

教育委員会実施行事の広

報、内容の充実 
実施（年 4 回） 

市教委便り 

１月・４月・７月・

１０月 

④新地教行法による「総合教

育会議」 

教育委員と市長との「総合

教育会議」 

実施 

（年 2 回） 

平成 26 年度実施 

６月・１１月 

⑤「うさ教育・家庭・読書の

日」推進事業への取組 

合併 10 周年の記念事業に

該当 

毎年１１月の

第３日曜日に

実施 

平成 25 年度齋藤

孝氏教育講演会 

平成 26 年度「うさ

オペラコンサート」 

イ 学校施設・設備の充実（３項目） 

①学校施設環境整備活動支

援事業（小中学校） 

学校設備の改善を促進する

ため、地域や PTA 等により

自主的に行う環境整備活動

を支援する。 

小学校（24 校） 

（分校含む） 

中学校（7 校） 

実施 

 



②教室環境向上事業 老朽化した小中学校の机、

椅子を現在の JIS 規格に合

致したものに取り換える。 

小中学校実施 

 

③公立学校適正規模検討委

員会開催 

公立学校適正規模検討委員

会開催 
年１回開催 

 

ウ 奨学制度による支援（１項目） 

①奨学制度による支援 宇佐市奨学資金 

藤・稲尾奨学資金 

補助人数 

４６名、１４名 

 

 

≪学校施設整備係≫ 

 

（１）基本方針 

学校施設は、未来を担う子どもたちが集い、いきいきと学び、生活する場で

あると同時に、地域住民にとって最も身近な施設であり、生涯にわたる学習、

文化、スポーツなどの活動の場として、また、地震等の非常災害時には避難場

所として利用される地域の防災拠点としての役割を担っている。 

そのため、学校施設は子どもたちをはじめ、そこに集う人たちの安全と安心

を十分に確保したものでなければならない。 

 このような状況を踏まえて、『第2次宇佐市立学校教育施設整備計画（改定3）』

に基づいた耐震化の推進を継続するとともに、屋内運動場における吊り天井対

策を実施することで、平成 27 年度末までのできるだけ早い時期に耐震化率

100％を達成したいと考える。 

今後、少子化の更なる進展により学校の在り方も変化していくことが考えら

れるが、『安心して学べる学校教育施設づくり』を目指し、学校現場等の声を反

映した老朽化・不具合箇所等の改善にも取り組んでいく必要がある。 

 

（２）重点目標 

 ア 安全・安心な学校づくり 

①第２次宇佐市立学校教育施設整備計画に基づく耐震化の早期完了 

②落下物や転倒物から子どもたちを守るため、非構造部材の耐震対策の推 

 進 

③学校生活を不自由なく過ごせるように、バリアフリー化の推進 

④遊具等の安全点検の実施 

イ 学校施設・設備の充実 

①環境教育に活用できる太陽光発電設備の学校施設への導入推進 

②老朽化に伴う教育設備の改修・整備の実施 

③「第３次宇佐市立学校教育施設整備計画の策定 

④足とアイデア事業（学校施設環境整備活動支援事業）の有効活用 

 

ウ 耐震化率 



① 耐震化率の向上 

『第 2 次宇佐市立学校教育施設整備計画（改定 3）』に基づいて、２箇年の継

続事業で実施している高家小学校管理教室棟・四日市北小学校管理特別教室

棟・長洲小学校屋内運動場・和間小学校屋内運動場・北馬城小学校屋内運動場・

北部中学校屋内運動場の各改築事業を最優先に取り組む必要がある。 

新規事業では、非構造部材の中でも特に致命的な事故が起こりやすい屋内運

動場の天井等落下防止対策として長洲中学校屋内運動場落下防止対策事業に取

り組むとともに、Ｉｓ値が低く幼稚園として耐震工事の必要がある四日市幼稚

園耐震補強事業を実施して、安全で快適な教育環境づくりに努める。 

ソフト事業としては、石綿含有保温材調査事業及び教室エアコン化に伴う調

査設計業務を実施して、快適な学習環境を提供するための事前準備に着手する。 

さらに、安全・安心な学校として教育環境の質的な向上を図るため、校舎・

体育館・プール等、老朽化等による不具合箇所改善に新規の特別枠（修繕料・

工事費）を活用して迅速な対応に努める。また、改善要望の多数を占めるトイ

レの洋式化を積極的に推進して子どもたちの教育活動に支障をきたすことがな

いよう施設の整備や維持管理を図る。 

 

（３）事業計画 

具体的な施策 
平成 27 年度 

指標 
備考 

ア 安全・安心な学校づくり 

①高家小学校校舎改築事業（RC造 2階建） 実施（26 年度～27 年度） 1,279㎡ 

②四日市北小学校校舎改築事業（RC造 2階建） 実施（26 年度～27 年度） 1,989㎡ 

③長洲小学校屋内運動場改築事業（2階建） 実施（26 年度～27 年度） 856㎡ 

④和間小学校屋内運動場改築事業（2階建） 実施（26 年度～27 年度） 827㎡ 

⑤北馬城小学校屋内運動場改築事業（2階建） 実施（26 年度～27 年度） 839㎡ 

⑥北部中学校屋内運動場改築事業（2階建） 実施（26 年度～27 年度） 1,092㎡ 

⑦長洲中学校屋内運動場改修事業 

（H15年 2月建築、1,138㎡、RC造平屋建） 
実施（設計を含む） 天井落下防止対策 

⑧四日市幼稚園耐震補強事業 

（S50年 5月建築、325㎡、S造平屋建） 
実施 

学校教育課より 

⑨小学校遊具更新事業（複合 1校、個別 2校） 実施  

イ 学校施設・設備の充実 

①八幡小学校太陽光発電設備設置事業（繰越） 実施 30KW 

②石綿含有保温材調査事業（小中学校） 実施 調査委託 



③エアコン整備事業（小中学校） 実施 設計委託 

④小・中学校各種設備改修事業 実施 
トイレ洋式化率 

43％以上 

ウ 耐震化率 

①耐震化率の向上 
H27.4.1 

９４.０％ 

H28.3.31 

１００％ 

 

 

２．学校教育課 

 

（１）基本方針 

学校教育は、児童生徒が生涯にわたり、人間としての成長と発達を続けて

いく基盤となる生きる力を養うとともに、国家及び社会の形成者としての資

質の育成を目標とするものである。そこで、学校教育課は「個性豊かな人材

と文化を育むまち」の実現のため、地域に根ざした特色ある学校づくりを推

進する中で、学習指導要領の趣旨を踏まえた学校体制の確立と教育内容の充

実を図るとともに安全・安心な学校づくりを基本方針とする。 

この基本方針を具現化するために、「子どもたちに誇りと希望、そして夢

を」をテーマに、「自ら学ぶ力と豊かな心を育み、未来に希望と夢を抱き、

ふるさと宇佐に誇りのもてる宇佐市民の育成」と「規律ある集団において、

他を受け入れ、自己を表現する中で仲間とともに自己開花できる児童生徒の

育成」を柱にして、自ら夢に向かって仲間とともにたくましく歩く児童生徒

の育成を目指し、以下の重点目標を策定する。 

 

（２）重点目標 

 ア 幼児教育の充実 

① 幼児教育の質の向上 

② 幼児教育に係る教育費負担の軽減 

③ 幼稚園施設の整備 

 イ 安全・安心な学校づくり 

① 学校安全の推進 

② 学校保健の充実 

 ウ 教育内容の充実 

① 確かな学力を身に付けるための教育内容の充実 

② 豊かな心の育成 

③ 健やかな体の育成 

 エ 学習環境の整備・充実 

① 良好で質の高い学びを実現する教育環境の整備 

② 信頼される教職員の育成 

③ 経済的、地理的条件が不利な子どもたちに対する支援 



 オ 地域に開かれた学校づくり 

  ① 地域に開かれ確かな絆で結ばれた特色ある学校づくり 

 カ 特別なニーズに対応した教育の推進 

  ① 啓発活動と個別支援計画の充実 

 キ 特別支援教育環境の充実 

  ① 教育環境と支援体制の充実 

 ク 小中高連携教育の充実 

  ① 小中高連携教育による多様性のある教育の推進 

  ② 小中学校の円滑な接続 

  ③ 中学校と地元高等学校の連携強化 

 

（３）事業計画 

具体的な施策 指標の説明 
平成２７年度 

指標 
備考 

ア 幼児教育の充実（２項目） 

①宇高地区幼稚園教育協議会 協議会の開催 年２回  

②四日市幼稚園耐震補強事業 耐震補強及び改修工事 実施  

イ 安全・安心な学校づくり（７項目） 

①学校安全計画の策定 学校安全計画を策定し、学

校の安全を確保 
実施  

②防災教育及び避難訓練の実施 学校安全計画に基づく防

災教育避難訓練の実施 
実施  

③学校保健計画の策定 心身の健康のための保健

計画の策定 
実施  

④保護者、地域住民と連携したスクー

ルガード体制の確立 

体制の確立と安全で安心

な環境づくり 
実施  

⑤児童生徒、教職員の健康診断の実施 学校保健安全法に基づく

健康診断 
実施  

⑥学校における労働安全衛生管理体

制の整備 

定期的な労働安全委員会

の開催と労働環境の改善 
実施  

⑦児童生徒の心のケアや教職員のメ

ンタルヘルスへの早期対応 
健康相談・指導体制の構築 実施  

ウ 教育内容の充実（１９項目） 

①少人数指導、習熟度別指導、小学校

における教科担任制等の推進 

習熟度に応じたきめ細か

な指導の実施 
実施  

②宇佐市ステップテスト、大分県学力

定着状況調査、全国学力・学習状況

調査の実施 

宇佐市ステップテスト（中
１、中２） 
大分県学力定着状況調査
（小５、中２） 
全国学力・学習状況調査
（小６、中３） 

実施  

③複式授業改善臨時講師配置事業 複式学級の授業改善を図

るため臨時講師を配置 
13 人配置  



④多人数学級支援教員配置事業 36 人以上で単式学級とな

る学校に支援教員を配置

して、複数指導や少人数指

導体制の整備を図る 

3 人配置  

⑤習熟度別学習指導教員配置事業 中学校に指導教員を配置

し、習熟の程度に応じたき

め細やかな学習指導を行

い、低学力層の底上げを図

る 

7 人配置  

⑥ふるさと教育の推進  各地域の特性を生かし、総

合的な学習の時間等を活

用しふるさと宇佐の良さ

に気づき誇りを持てる人

材の育成に取り組む 

実施  

⑦外国語指導助手派遣事業 外国語への興味、関心を高

め、グローバルな感性を育

成するため指導助手を派

遣 

4 人派遣  

⑧中学生短期留学事業 国際感覚を身につけた人

材を育成するため、オース

トラリアで中学生の短期

留学を行う 

20 人派遣  

⑨総合的な学習推進事業 外部講師による学習、職場

体験活動 
実施  

⑩キャリア教育の推進 小・中学校を通して、職業

観、勤労観を育むキャリア

教育の推進 

実施  

⑪土曜授業 きめ細やかな指導、ゆとり

ある授業時数の確保 
年間 8 回  

⑫宇佐市立学校人権教育方針の策定 児童・生徒及び教職員の人

権意識の育成を目指す方

針の策定 

実施  

⑬人権教育ブロック別研修会及び市

指定研究会 

市指定研究会を実施し、児

童生徒の人権意識の育成

する効果的な教育実践の

交流を図る 

実施  

⑭宇佐市人権フォーラムの開催 各校における人権教育の

実践を交流し、教職員の人

権意識の高揚を図る 

実施  

⑮道徳教育の推進 道徳教育を中心に各教科

領域の学習を通して豊か

な心を育成 

実施  



⑯児童会・生徒会活動の活性化 児童生徒の自主的自立的

な活動を通して自主性を

育成する教育の推進 

実施  

⑰学校復帰支援（せせらぎ教室）事業 不登校児童生徒の学校復

帰を支援する適応指導教

室に指導員、臨床心理士を

配置 

インターネット環境の整

備 

指導員 2 人、

臨床心理士 1

人配置 

 

⑱体力向上推進事業の推進 なわとびを活用した体力

づくりの取組み 
実施  

⑲大分っ子体力向上推進事業 体育専科教員、体育推進教

員を配置して体力向上の

取組みを行う 

豊川小、駅川

中 
 

エ 学習環境の整備・充実（１４項目） 

①教材備品購入事業 小中学校の教材消耗品、理
科薬品、教材備品、学校備
品の購入 

実施  

②理科教育等設備整備事業 理科教育設備の整備率の

低い学校から順次整備 

小学校 4 校、中学校 1 校 

院内中部小、
南院内小、佐
田小、安心院
小、宇佐中 

 

③小中学校教育システム最適化事業 小中学校のパソコン等の

更新を含む教育システム

の構築に際して最適化を

行う 

調達仕様書に

基づく再構築 
 

④ＩＣＴ支援員の配置 各学校のパソコンの故障

や不具合などに対応する

ため支援員を配置 

1 人配置  

⑤学校図書館活用推進事業 学校司書の配置 10 人配置  

⑥学校図書購入事業 
小中学校の学校図書購入 実施  

⑦教師用教科書・指導書購入費 教科書改訂に伴う購入 実施  

⑧研修機会の充実による授業力の向 

 上 

授業力向上研修会及び教

科部会の開催 
実施  

⑨校内研修の充実 校長等による授業観察・指

導及び互見授業の実施等 
実施  

⑩教職員評価システムの効果的な運 

 用 

大分県教職員評価システ

ムを運用し、人材育成及び

評価を実施 

実施  

⑪教育公務員としての自覚を高める

服務規律の徹底 

服務規律保持の徹底を図

る研修の実施 
実施  



⑫遠距離通学補助事業 
タクシーによる送迎業務

委託と路線バスの定期代

補助 

実施  

⑬スクールバス運行事業 市所有バスを利用した送

迎業務委託 
実施  

⑭就学援助費 就学困難と認められる児

童生徒の保護者に対する

援助費の支給 

実施  

オ 地域に開かれた学校づくり（６項目） 

①宇佐市教育の日を中心とした学校

公開の推進 

毎月１９日を宇佐市教育

の日として学校公開 
実施  

②家庭、地域社会、関係機関との連携

による生徒指導体制（地域ネットワ

ーク）の確立 

各中学校区で青少年健全

育成協議会を開催し地域

を挙げた健全育成を実施 

実施  

③家庭との連携による基本的生活習

慣・家庭学習習慣の定着 

「うさっ子家庭学習・家庭

教育のすすめ」を就学全家

庭に配布 

実施  

④学校支援事業との連携 社会教育課の学校支援事

業との連携 
実施  

⑤学校評議員制度や学力向上会議、学

校評価の効果的な運用 

学校関係者等の協力で学

校教育の評価・点検を実施 
実施  

⑥家庭と連携した読書活動の推進 親子で読書に親しむ「家庭

読書の日」の推進 
実施  

カ 特別なニーズに対応した教育の推進（２項目） 

①宇佐市啓発フォーラム 市民集会の開催 実施  

②個別支援計画の充実 支援ファイル「あしあと」

の配布、活用 
実施  

キ 特別支援教育環境の充実（３項目） 

①特別支援教育支援員配置事業 特別の支援を必要とする

園児児童生徒に対し適切

な教育を行うため支援員

を配置 

42 人配置  

②特別支援教育就学奨励費 特別支援学級へ就学する

児童生徒の保護者の経済

的負担を軽減する 

実施  

③特別支援学校教諭免許取得率 免許取得率の向上 率の向上  

ク 小中高連携教育の充実（３項目） 

①安心院、院内地区での連携型小中高

一貫教育の推進 

安心院高と安心院・院内地
区の小中学校の連携活動
に対し補助金の交付 

実施  



②高校とのジョイント事業 市内高校への進学を推進
するため高校の教諭が市
内 5 中学校で授業を行う 

実施  

③中高連携会議の開催 実務者会議の開催 実施  

 

３．学校給食課 

 

（１）基本方針 

学校給食は、成長期にある児童生徒に栄養面での調和のとれた食事を提

供することにより、よりよい健康状態を保ち、心身の成長を図りながら食

に関する正しい知識を身につけさせ、児童生徒の健全な発達に資すること

を目的に学校教育の一環として実施している。 

また、学校で給食を共にすることにより、教師と児童生徒、また児童生

徒相互の心のふれあいの場をつくり、事前の準備や後片付けを通して、自

分の役割分担など社会生活における重要な体験をする場となっている。 

協力し助け合う、決まりを守る、清潔な環境を保つ、ひとつひとつのこ

とに責任をもって行うなどの具体的活動を通して、人や物にやさしく接す

る態度を身につけることができるよう教育の一環として取り組む。さらに、

学校給食を通して児童生徒が食に関する知識と食を選択する力を習得し、

健全な食生活の実践ができるように、食育についても学校と連携しながら

推進していく。 

学校給食の運営にあたっては、国が定めた学校給食衛生管理基準を踏ま

えて作成した「宇佐市学校給食衛生管理基準ガイドライン」を徹底し、児

童生徒に栄養に富んだ多彩で安全・安心な給食を提供していく。 

また、施設・設備の適正な維持管理を図り、細心の注意を払いながら従

事する。 

 給食食材の調達については、毎月の「ふるさと給食の日」を中心に、安

全・安心な食材で可能な限り地場産物の活用に努め、地産地消の推進を図

る。 

 未納給食費徴収については、学校と連携を図りながら、公平負担の原則

に基づき取り組んでいく。 

南部学校給食センターにおいては、食物アレルギー対応食を引き続き実

施し、宇佐学校給食センターにおいても対応食実施にむけた準備を進める。 

 

（２）重点目標 

ア 学校給食の充実 

  ① 学校・家庭との連携を図った学校給食の提供 

② 学校給食食材における地産地消の取り組みの推進 

③ 「食育基本法」、「学校給食法」等に基づく食育の指導  

④ 市のホームページで保護者等が学校給食に関心を持てるような取組 

イ 安全・安心の確保 



① 学校給食の安全性の確保 

② 学校給食施設及び設備の整備及び管理に係る衛生管理基準並びに、調理

の過程等における衛生管理基準の徹底及び点検の実施 

③ 給食施設職員の衛生検査及び研修会の実施 

④ 食物アレルギー対応食の実施及び準備 

 

ウ 適正な給食会計   

  ① 給食会計において、現金取扱基本マニュアルに則り適切な会計処理を行 

う。 

  ② 未納給食費については、公平負担の原則により学校と連携しながら取り 

組む。 

 

（３）  事業計画 

具体的な施策 指標の説明 
平成２７年度 

指標 
備考 

ア 学校給食の充実（４項目） 

①学校と家庭と連携し

た学校給食の提供 

・給食の提供回数 

・米飯給食回数 

・パン給食回数 

・牛乳回数 

・副食回数 

・運営委員会 

・献立委員会 

・給食だより 

年１９５回 

週３回 

週２回 

週５回 

週５回 

年１回 

年３回 

全保護者に配布 

 

②地産地消の取組推進 ・「ふるさと給食の日」を設定し地

元産の食材使用 

・「学校給食１日まるごと大分県」

などのイベントを通した地産地

消の推進 

毎月１回 

 

年１回 

 

③食育の指導 ・学校での食育授業、給食時間に

おける食に関する指導 

・学校給食の試食、学校給食セン

ター見学の受入れ 

年間実施 

 

④ホームページの充実 ・毎日の給食や献立を写真とコメ

ント付で紹介、給食レシピにつ

いては随時紹介 

年間実施 

 

イ 安全・安心の確保（５項目） 

①検食の実施 小学校（２４校及び分校） 

中学校（７校） 
年１９５回  

②衛生管理基準の徹底 学校給食衛生管理基準を踏まえて

作成した「宇佐市学校給食衛生管

理基準ガイドライン」の徹底 

衛生管理の状況を

定期的に点検 

 



③給食施設職員の衛生

検査、研修 

検便 

個人衛生点検表提出 

研修会（衛生講習会） 

月２回 

毎日 

年４回 

 

④施設の衛生管理 施設の消毒 

有害生物モニタリング 

年３回 

年間実施 

 

⑤食物アレルギー食材

の除去食 

宇佐学校給食センター 

南部学校給食センター 

実施にむけた準備 

実施 

 

ウ 適正な給食会計（２項目） 

①運営委員会会計監査 宇佐学校給食センター 

南部学校給食センター 

年３回 

年１回 

 

②未納給食費への対応   督促状の発送 年３回  

 

４．社会教育課 

 

≪生 涯 学 習 係≫ ≪院内地域教育係≫ ≪安心院地域教育係≫ 

（１）基本方針 

 近年、高度情報化、グローバル化の進展等によりめまぐるしく変化する社会

情勢に対応するため、人々は絶えず新しい知識や技術等の習得が必要となって

いる。また、長寿社会による生活時間の拡充や社会の成熟化に伴い自由時間が

増大している現在、心の豊かさや生きがいのための学習機会の需要が増加して

いることから、一人ひとりが自分自身を高め、より豊かな生活を創り上げてい

くことが肝要となる。 

本市においても、少子高齢化、過疎化等による地域社会の構造変化がみられ

る中、生涯学習の果たす役割はますます重要となっており、市民が生きがいを

持ち充実した生活をおくることができるよう、学習活動、交流活動、人づくり、

まちづくりの拠点となる公民館をはじめとした社会教育関係施設の適正な維持

管理、施設・設備の充実を図り、社会教育関係団体との連携、各種学習事業の

提供に努めるとともに家庭教育支援の充実を図る。 

また、子どもの生きる力を育むために、学校・家庭・地域社会が連携し、様々

な体験の機会を提供できるよう地域社会における教育力の向上を目指し、「協

育」ネットワークの構築に努める。 

 人権教育については、生涯学習推進の根底に人権尊重の精神があることを踏

まえ、人権問題が市民一人ひとりの問題であることの認識を深め、お互いが尊

重して生きて行くことのできる地域社会づくりに努める。 

院内地域・安心院地域においては、各まちづくり協議会等との協働により、

住民の意見や要望を積極的に取り入れ、各公民館と連携した各種講座・教室の

開設に努め、地域のリーダーとしての人材育成と生涯学習の推進を図る。 

 

（２）重点目標 

ア 生涯学習施設・設備の充実 

① 施設の現状調査を行い、改修等の研究及び各種委員会等で協議。 



② 老朽化による施設・設備の改修及び整備計画の策定とその実施。 

イ 生涯学習活動機会の拡充 

① 社会教育推進体制の充実 

・社会教育委員会、公民館運営審議会等の活性化。 

・社会教育関係職員（社会教育主事、公民館長、社会教育指導員等）の 

体制強化、研修の充実。 

・公民館、地区公民館、分館、関係職員等の組織や在り方の見直しと検討。 

② 活動機会の拡充 

  ・地域の特色を活かした学級・講座・教室等の開設、充実。 

・学習成果を活かす機会の充実。 

③ 地域愛の醸成や地域との絆を深めるとともに地域の活性化を図るため、

合併１０周年記念事業として「三十路式」を実施。 

ウ 青少年育成関係組織・体制の充実 

① 関係組織・体制の充実 

・青少年健全育成市民会議及び各地区協議会の育成支援。 

・各種関係団体（自治会、女性団体、ＰＴＡその他各種団体）との連携。 

  ・青少年問題協議会の充実 

・Ｂ＆Ｇ安心院海洋センター事業の推進。 

エ 健全な社会環境づくり 

① 有害環境浄化活動の推進 

  ・関連業界、店舗等に取組の周知、協力の促進。 

  ・学校、家庭、地域及び警察署等関係機関、関係団体との連携強化。 

オ 地域「協育力」向上支援の充実 

① 学校、家庭、地域の連携による教育支援の充実 

  ・地域住民へ学校支援活動の周知及びボランティア登録の推進。 

  ・取組内容の充実、プログラムの開発。 

  ・「放課後チャレンジ教室」の取組の推進。 

  ・「放課後児童クラブ」との連携。 

カ 家庭教育支援の充実 

① 家庭教育支援の充実 

  ・７中学校区で家庭教育支援チームの設置及び活動支援。 

  ・各種団体、関係部局との連携体制の充実。 

  ・家庭での取組支援。 

②「家庭の日」の普及・啓発 

 ・「家庭の日」の取組を図るため普及・啓発。 

  ・「うさ教育・家庭・読書の日」の推進。 

キ 人権尊重社会の推進 

① 地域全体で推進する体制づくり 

 ・社会教育集会所事業の充実及び関係機関との連携強化。 

② 人権教育・啓発の推進、拡充 

 ・「同和問題、女性、子ども、高齢者、障がい者、外国人、医療、さまざ 

まな人権」などの課題における人権学習の拡充。 



  ・各種学級・講座・教室等に人権学習を取り入れ、住民への教育・啓発活

動を推進。 

・公民館、社会教育集会所、各種団体等の各学級・講座・教室での取組の    

 充実。 

③ 指導者の養成推進 

 ・人権・同和教育に関する指導者及び講師等の養成と資質の向上。 

ク 人権総合対策の推進 

①経済生活の安定と社会福祉の増進 

  ・関係組織との連携と充実。 

 

（３）事業計画 

 

≪生涯学習係≫  ※院内地域教育係、安心院地域教育係 共通事項を含む 

具体的な施策 指標の説明 平成 27年度指標 備考 

ア 生涯学習施設・設備の充実（２項目） 

①公民館等施設の整備 ・検討委員会開催 

・長洲公民館整備懇話会(仮) 

・施設等の維持・管理 

年 2～4回実施 

年 4回開催予定 

4公民館他 

共 

 

 

②社会教育集会所の整備 ・現状調査、計画検討 

・施設等の維持・管理 

現状調査 

 

共 

 

イ 生涯学習活動機会の拡充（３項目） 

①社会教育推進体制の充実 ・社会教育委員会 

・公民館運営審議会 

・社会教育関係職員研修 

（資質の向上、体制強化、定例会議） 

・人権同和教育研修会 

・大分県公民館研究大会 

・中津地区公民館振興大会、社

会教育研究集会 

・全国社会教育研究大会 

（大分大会） 

年 3回実施 

年 2回実施 

12回定例会他 

 

随時 

年 1回 

年 2回 

 

H27.10.7～9 

 大分市 

共 

共 

共 

 

 

 

 

 

 

②活動機会の拡充 ・各学級、教室、生涯学習作品

展等の開催 

・宇佐子ども体験教室 

随時 

(作品展年 1回) 

年 8回 

 

 

共 

③成人教育 ・成人式式典 

・三十路式（30歳の成人式） 

実施(1月) 

実施(8月中旬) 

共 

共 

 ・公民館各種学級・講座 

 高齢者、婦人、女性等各学級 

・パソコン教室 

4公民館 27学級 

 

4教室 

 

ウ 青少年育成関係組織・体制の充実（１項目） 



①関係組織・体制の充実 ・青少年健全育成市民会議 

・各地区健全育成協議会 

・青少年問題協議会組織の充実 

年 1回 

７地区協議会 

年 1回 

共 

 

共 

エ 健全な社会環境づくり（１項目） 

①有害環境浄化活動の推進 ・深夜営業の店舗等関連業界、

店舗等に取組の周知、協力の促

進 

・地域、警察署等関係機関等と

の連携取組 

店舗への周知 

 

 

実施 

共 

 

 

共 

オ 地域「協育力」向上支援の充実（３項目） 

①地域「協育力」向上支援

の(放課後プラン)推進 

・放課後チャレンジ教室 

※従来の“放課後子ども教

室”“学びの教室”を一本化) 

西馬城、佐田、深見、南院内、 

院内中部、天津 

・学校支援地域本部事業 

 ７中学校区 

６ヵ所実施 

 

 

 

 

随時実施 

 

共 

 

 

 

 

共 

②ボランティア登録の推進 学校支援ボランティア 

 （学校支援地域本部事業） 

520人登録 

 

共 

③「放課後児童クラブ」と

の連携 

連携した取組と連携会議の実

施 

実施 共 

カ 家庭教育支援の充実（３項目） 

①家庭教育支援の充実 ・家庭教育支援チームの設置 

 (７中学校区) 

・連携会議の実施 

・指針冊子の作成、配布、啓発 

（児童生徒及び各家庭） 

・食育（料理教室） 

7チーム 

 

実施 

実施 

 

1教室(4回)実施 

共 

 

共 

共 

①家庭の日」の普及・啓発 ・「うさ教育・家庭・読書の日」

の推進（ポスター等募集） 

・社会教育関係団体等と連携し

「家庭の日」の推進 

150点応募 

 

実施 

共 

 

共 

キ 人権尊重社会の推進（３項目） 

①地域全体で推進する体制

づくり 

・人権教育促進事業 

（教育集会所学級の開催） 

12集会所 

35学級 

 

②人権教育・啓発の推進、

拡充 

・公民館等人権教育講座の開催 各公民館 27学級 共 

③指導者の養成推進 
指導者講習会の開催及び研修

会参加 

年 4回(県他) 共 



ク 人権総合対策の推進（１項目） 

①経済生活の安定と社会福

祉の増進 

教育集会所を拠点とした就学

就業、福祉相談体制の充実と連

携及び関係組織との連携 

各集会所 共 

 

≪院内地域教育係≫ 

具体的な施策 指標の説明 平成 27年度指標 備考 

ア 生涯学習施設・設備の充実（２項目） 

①公民館等施設の整備 ・施設等の整備 

   調理室床改修 

・施設等の維持、管理 

 

院内地区公民館 

 

５地区公民館維

持、管理 

 

②社会教育集会所の整備 ・施設等の維持、管理 ３集会所維持、管

理 

 

イ 生涯学習活動機会の拡充（３項目） 

①社会教育推進体制の充実 ・地区公民館運営委員会 

・社会教育関係職員研修 

（資質の向上、体制強化、定例会議） 

・人権同和教育研修会参加 

・大分県公民館研究大会参加 

・中津地区公民館振興大会、社

会教育研究集会参加 

・全国社会教育研究大会 

（大分大会参加） 

年１回実施 

年 12回他 

 

随時 

年 1回 

年 2回 

 

H27.10.7～9 

 大分市 

 

②活動機会の拡充 ・各学級、教室、生涯学習作品

展等の開催 

・院内芸術文化祭参加 

・地区公民館各種学級・講座 

ふれあい体験学習 

北部小茶道教室 

随時 

(作品展年 1回) 

年 1回協働開催 

各学校との協働

実施 

 

 

成人教育 ・公民館各種学級・講座 

 高齢者、婦人、女性等各学級 

・中央公民館各種学級・講座 

山野草教室外 7教室 

・院内地域女性スクール合同学

習会 

・コミュニティ活動推進 

  各地区祭等 

・まちづくり協議会との活動推

進 

５公民館 

月 1回実施 

年１０回実施 

年１回実施 

 

協働実施 

 

協働実施 

 

ウ 青少年育成関係組織・体制の充実（１項目） 

①関係組織・体制の充実 ・院内町児童生徒を守る協議会 

・各地区公民館活動 

年 3回 

年 2回 

 



・薬物乱用防止指導員北部地区

協議会 

・院内町児童生徒育成会 

年１回 

エ 健全な社会環境づくり（３項目） 

①有害環境浄化活動の推進 ・深夜営業の店舗等関連業界、

店舗等に取組の周知、協力の

促進 

・地域、警察署等関係機関等と

の連携取組 

店舗への周知 

 

 

実施 

 

オ 地域「協育力」向上支援の充実（３項目） 

①地域「協育力」向上支援

の(放課後プラン)推進 

・放課後チャレンジ教室 

※従来の“放課後子ども教

室”“学びの教室”を一本化) 

南院内、院内中部 

・学校支援地域本部事業 

 院内中学校区 

２ヵ所実施 

 

 

 

 

随時実施 

 

②ボランティア登録の推進 学校支援ボランティア 

 （学校支援地域本部事業） 

登録 

 

 

③「放課後児童クラブ」と

の連携 

連携した取組と連携会議の実

施（南院内、中部、北部小） 

実施  

カ 家庭教育支援の充実（２項目） 

①家庭教育支援の充実 ・家庭教育支援チームの設置 

・連携会議の実施 

・指針冊子の作成、配布、啓発 

（児童生徒及び各家庭） 

・中央公民館講座 

（味の伝承講座） 

院内中学校区 

実施 

実施 

 

年 10回 

 

②「家庭の日」の普及・啓 

発 

・ポスター等募集 

・社会教育関係団体等と連携し

「家庭の日」の推進 

協力 

実施 

 

キ 人権尊重社会の推進（３項目） 

①地域全体で推進する体制

づくり 

・人権教育促進事業   

集会所解放講座 

  ふれあい学習会 

 

3ヶ所実施 

1ヶ所実施 

 

②人権教育・啓発の推進、

拡充 

・公民館等人権教育講座の開催 

・院内人権啓発合同学習会 

各公民館 

年 1回協働開催 

 

③指導者の養成推進 ・指導者講習会の開催及び研修

会参加 

・両院地区社会教育指導員人権

年 4回(県他) 

 

年２回 

 



学習会 

ク 人権総合対策の推進（１項目） 

①経済生活の安定と社会福

祉の増進 

教育集会所を拠点とした就学

就業、福祉相談体制の充実と連

携及び関係組織との連携 

各集会所  

 

≪安心院地域教育係≫ 

具体的な施策 指標の説明 平成 27年度指標 備考 

ア 生涯学習施設・設備の充実（２項目） 

①公民館等施設の整備 ・施設等の維持、管理 

・安心院グラウンド 

4公民館 

1グラウンド 

 

②社会教育集会所の整備 ・施設等の維持、管理 3集会所  

イ 生涯学習活動機会の拡充（３項目） 

①社会教育推進体制の充実 ・社会教育関係職員研修 

（資質の向上、体制強化、定例会議） 

・人権同和教育研修会参加 

・大分県公民館研究大会参加 

・中津地区公民館振興大会、社

会教育研究集会参加 

・全国社会教育研究大会 

（大分大会参加） 

年 12回他 

 

随時 

年 1回 

年 2回 

 

H27.10.7～9 

 大分市 

 

 

 

 

②活動機会の拡充 ・各学級、教室、生涯学習作品

展等の開催 

・安心院地域ふれあい文化祭 

・地区公民館各種学級、講座 

・子ども太鼓教室（佐田） 

随時 

(作品展年 1回) 

年 1回協働開催 

実施 

実施 

 

 ・まちづくり協議会との協働で

地区民体育大会開催 4 地区 
年各地区 1回実施 

 

 

③成人教育 ・公民館各種学級・講座 

 高齢者、婦人、女性等各学級 

・パソコン教室 

4公民館 22学級 

 

月 4回程度実施 

 

 

ウ 青少年育成関係組織・体制の充実（１項目） 

①関係組織・体制の充実 ・安心院地区健全育成協議会 

・薬物乱用防止指導員北部地区

協議会 

・B＆G 財団安心院海洋センタ

ー推進事業 

少年ドッジボール大会 

少年剣道大会 

年 3回 

年 2回 

 

 

 

年 1回実施 

年 1回実施 

 

 

エ 健全な社会環境づくり（１項目） 



①有害環境浄化活動の推進 ・深夜営業の店舗等関連業界、

店舗等に取組の周知、協力の

促進 

・地域、警察署等関係機関等と

の連携取組 

店舗への周知 

 

 

実施 

 

オ 地域「協育力」向上支援の充実（３項目） 

①地域「協育力」向上支援

の(放課後プラン)推進 

・放課後チャレンジ教室 

※従来の“放課後子ども教

室”“学びの教室”を一本化) 

佐田、深見 

・学校支援地域本部事業 

  安心院中学校区 

2ヵ所実施 

 

 

 

随時実施 

 

 

 

 

 

②ボランティア登録の推進 学校支援ボランティア 

 （学校支援地域本部事業） 

登録 

 

 

③「放課後児童クラブ」と

の連携 

連携した取組と連携会議の実

施（津房、深見、佐田） 

実施  

カ 家庭教育支援の充実（２項目） 

①家庭教育支援の充実 ・家庭教育支援チームの設置 

・連携会議の実施 

・指針冊子の作成、配布、啓発

（児童生徒及び各家庭） 

安心院中学校区 

実施 

実施 

 

②「家庭の日」の普及・啓 

発 

・ポスター等募集 

・社会教育関係団体等と連携し

「家庭の日」の推進 

協力 

実施 

 

キ 人権尊重社会の推進（２項目） 

②人権教育・啓発の推進、

拡充 

・公民館等人権教育講座の開催 

・安心院地域人権講演会 

各公民館 

年 1回協働開催 

 

③指導者の養成推進 ・指導者講習会の開催及び研修

会参加 

・両院地区社会教育指導員人権

学習会 

年 4回(県他) 

 

年 2回 

 

ク 人権総合対策の推進（１項目） 

①経済生活の安定と社会福

祉の増進 

教育集会所を拠点とした就学

就業、福祉相談体制の充実と連

携及び関係組織との連携 

各集会所  

 

≪スポーツ振興係≫ 

 

（１）基本方針 

 平成２３年に「スポーツ基本法」が制定され、本市では平成２５年に「宇佐



市スポーツ推進計画」を策定した。この計画の基本理念である「する、みる、

支えるスポーツ振興による宇佐の地域づくり」に基づき、目標である①スポー

ツを通じた人づくり②スポーツを活かす仕組みづくり③スポーツのできる場所

づくりを構築することでスポーツによる健康で活力に満ちた暮らしを実現する

とともに、地域づくりにつなげていく。 

具体的には、本市においても市民のスポーツやレクリエーション活動に対す

るニーズが高まっており、スポーツを通じた健康づくりは勿論のこと、明るく

豊かで活力に満ちた暮らしを実現するため、仲間とのコミュニケーションや高

齢者の生きがいづくりを推進する。 

また、スポーツ技術や記録の向上を目指す競技スポーツから誰もが気軽にス

ポーツを楽しめる生涯スポーツまで目的に応じたスポーツ活動の機会の創出を

図るため、市民が気軽に地域でスポーツに参加できるイベントの開催、総合型

地域スポーツクラブの育成支援や各種団体とのネットワークづくりを推進する。 

さらにはスポーツのできる場所づくりとして、スポーツ拠点施設（社会体育

施設）の拠点施設整備や利用促進に取り組むとともに、拠点施設以外の社会体

育施設についても計画的な設備の更新に努める。 

今後は、2020 年東京オリンピック・パラリンピックに向けたスポーツ振興や、

スポーツを通じた地域コミュニティの形成・活性化の推進、文化、観光など他

分野との連携による地域づくりにも努める。 

 

（２）重点目標 

ア スポーツ推進計画の推進 

①スポーツに関する意識高揚 

②スポーツの普及啓発活動の推進 

③スポーツに係わる人材の育成 

④スポーツ推進計画の進捗状況の管理や課題解決のためのスポーツ推進協議

会の開催 

 

イ スポーツ施設・設備の充実 

①スポーツの拠点づくりの推進のためスポーツ施設整備計画の策定 

②利用実態や市民ニーズを踏まえた建て替えや改修、老朽化施設の適切な更   

 新 

③指定管理者制度の活用によるスポーツ施設の管理運営の適正化 

④公共スポーツ施設の予約・利用システムづくりの検討 

ウ スポーツ活動機会の拡充 

①競技力向上の支援 

②ライフステージに応じたスポーツ活動の促進 

③市民の日常的スポーツ活動の振興 

④インターネット・メディアを活用した広報 

⑤総合型地域スポーツクラブの育成・普及 

⑥スポーツに係わる人材間のネットワークの構築 

⑦近隣自治体との連携によるスポーツ施設の相互利用、スポーツ大会やイベ 



ントの共催等 

⑧学校施設や民間施設の活用 

⑨学校教育との連携 

⑩スポーツと他分野施策との連携 

 

（３）事業計画 

具体的な施策 指標の説明 
平成 27年度 

指標 
備考 

ア スポーツ推進計画の推進 

①スポーツに関する意識高揚 

広報やインターネットを

活用したスポーツ活動に

関する情報発信や様々な

機会を通じた啓発 

随 時  

ＪＦＡこころのプロジェ

クト「夢の教室」事業を市

内小学校５年生を対象に

開催 

１回  

②スポーツの普及啓発活動の推  

 進 

競技スポーツや生涯スポー

ツ推進のため、各種大会等

を実施（別表１） 

１８回  

③スポーツに係わる人材育成 
スポーツ推進委員数 

スポーツ少年団指導者数 

３５人 

９５人 
 

④スポーツ推進計画の推進・進

捗管理 

スポーツ推進協議会の開

催 
２回  

イ スポーツ施設・設備の充実 

①スポーツの拠点づくりの推進 施設整備計画の策定 策定  

②老朽化施設の適切な更新 社会体育施設の修繕・補修 随時  

③スポーツ施設の管理運営 
指定管理者制度導入社会

体育施設数 
８施設  

④公共スポーツ施設の予約・利

用システムづくり 

施設の情報発信・予約シス

テムの導入、利用方法の見

直し 

調査・研究  

ウ スポーツ活動機会の拡充 



①競技力向上の支援 

スポーツ競技力向上のた

め体育施設利用助成金を

交付 

７５０件  

②ライフステージに応じたスポ

ーツ活動の促進 

市民の健康づくり、スポー

ツへの参加を図るため、５

月の最終水曜日に市民の

スポーツ参加率を競うチ

ャレンジデーを実施 

実 施 

（５月２７日） 

※合併１０周年

記念事業 

⑤総合型地域スポーツクラブの

育成・普及 

総合型地域スポーツクラ

ブの育成支援、新規創設の

支援 

育成支援 

２団体 
 

⑨学校教育との連携 
体育授業の支援、体力テス

トの支援 
実 施  

⑩スポーツと他分野施策 
スポーツツーリズムの検

討や地元企業との連携 
実 施  

 

別表１ 各種スポーツ事業等の実施計画 

予定月日 事 業 名 内  容 場 所 

5月 3日 
第５５回全国大学選抜相撲宇

佐大会 

全国より選抜された 12校が

出場 

総合運動場 

宇佐相撲場 

5 月 中 の 

土・日 
県民すこやかスポーツ祭 

ウォーキング 

パークゴルフ 

ゲートボール 

グラウンドゴルフ 

院内石橋ｳｵｰｸ 
安心院ﾊﾟｰｸｺﾞﾙﾌ場 

糸口ゲートボール場 

平成の森公園 

6月下旬～ 

 7月下旬 

自治区対抗ナイターソフトボ

ール大会 

宇佐地区 

安心院地区 

院内地区 

総合運動場 

町民グラウンド 

平成の森公園 

7月中旬 第４８回夏季市民体育大会 
第６７回大分県民体育大会選考

会及び記録会 
各会場 

7月下旬～ 

8月上旬 
水泳教室 

市内小中学生を対象とした

水泳教室 
四日市プール 

9月６日 
第５８回 

選抜高校相撲宇佐大会 

全国から選抜された 42校が

出場 

総合運動場 

宇佐相撲場 

9月中旬 
第６８回大分県民体育大会 

（大分会場） 
県下最大のスポーツの祭典 大分市ほか 

9月下旬 
全国スポーツ推進委員研究大

会 

全国スポーツ推進委員の研

修会 
愛媛県 

10月上旬 第１１回秋季市民体育大会 

グラウンドゴルフ、ミニバ

レー、フットサル、ｳｫｰｷﾝｸﾞ、

少年野球、ﾊﾟｰｸｺﾞﾙﾌ 

総合運動場ほか 



10月下旬 
第３３回宇佐市職場・グループ

対抗駅伝競走大会 

職場・グループ対抗駅伝競

走大会 

農業者トレーニングセ

ンター周辺コース 

11月上旬 大分県高等学校駅伝競走大会 
全国・九州大会の予選を兼

ねた駅伝競走大会 
安心院ロード 

11月下旬 
第４３回国東半島駅伝競走大会 

（宇佐市事務局） 
県内一周駅伝競走大会の前哨戦 宇佐市～日出町 

11月下旬 
合併１０周年記念事業 

ウォーキング大会 

合併１市２町を歩くウォー

キング大会 
宇佐市、安心院、院内 

12月上旬～ 
大分県スポーツ推進委員研究

大会 

大分県内スポーツ推進委員

の研修会 
宇佐会場 

1月下旬 
第１６回宇佐・高田地域スポー

ツ少年団駅伝競走大会 

宇佐・高田地域のスポーツ少年団

を対象とした駅伝競走大会 
総合運動場周辺 

2月 7日・8日 
九州地区スポーツ推進委員研

究大会 

九州地区内スポーツ推進委

員の研修会 
未定 

2月中旬～ 
第５８回県内一周大分合同駅

伝競走大会 
16郡市対抗の駅伝競走大会 

大分市～佐伯市～竹田市

～日田市～豊後高田市～

大分市 

3月中旬 
第２６回いんない石橋マラソ

ン大会 

健康マラソンを通じて相互

の親睦を図る大会 

平成の森公園 

多目的運動広場 

 

 

≪文化財係≫ 

（１）基本方針 

文化財の宝庫である宇佐市は、昭和５１年に「文化財保護宣言都市」を全

国に先駆けて提唱し、合併後の平成１８年にも再度決議を行い、貴重な文化

財を保護し、未来へ伝えていくことを宣言している。 

文化財とは、長い歴史の中で生まれ、育まれ、守り伝えられてきた文化的

所産で、国や郷土の歴史・伝統・文化などを正しく理解するために欠くこと

のできないものであり、将来の文化の向上・発展の基礎をなす重要な国民的

な財産である。 

本市では、このかけがえのない市民の文化遺産である文化財を保存・活用

するために、関係機関等と連携しながら緊急性を十分考慮して、各種文化財

の調査や、整備などの各種事業を推進する。また、これらの成果を学校教育

や社会教育における学習素材として活用することにより、郷土愛の育成や文

化財愛護意識の高揚を図る。 

 

（２）重点目標 

ア 文化財の調査と保護 

①民間開発や公共工事と、埋蔵文化財の保護を調整するために、発掘調査



を実施する。調査終了後は調査報告書を刊行する。 

②国指定特別天然記念物オオサンショウウオの保護のため、調査・研究を

進めるとともに、生息地での保護の指針となる保存管理計画を策定する。 

③各種文化財の調査を実施し、重要と判断されたものは、指定や登録する

ことにより保護していく。 

イ 文化財の整備と活用 

①国指定史跡法鏡寺廃寺跡の保存と活用を目的に、史跡用地の公有化事業

を進める。 

②宇佐市平和資料館の適正な管理・運営を行うとともに、展示資料の充実

を図る。 

③建造物や絵画など損傷の著しい文化財については、修理して保存に努め

る。 

④宇佐市が所有する史跡等については、草刈りなど適切に管理し、環境整

備に努める。 

ウ 郷土資料の収集と保存 

①郷土の歴史資料や、宇佐海軍航空隊等に関する資料を収集し、保存に努

める。 

②郷土に伝わる民話や方言、戦争体験などを記録し、保存に努める。 

エ 伝統文化の保存と継承 

各地域で継承されている伝統芸能については、関係機関等と協議しなが

ら後継者を育成し、保存と継承に努める。 

オ 文化財愛護の啓発と普及 

①文化財愛護意識の啓発と普及活動の一環として、市民環境歴史教室等の

各種講座を開催する。 

②建造物の修復現場や、発掘調査現場の公開を実施し、文化財に対する理

解と愛護意識の高揚を図る。 

③文化財の防犯・防火施設の整備を実施するとともに、文化財所有者の日

常管理の重要性について理解を高める。 

④文化財愛護少年団の活動を助成するとともに、指導者の育成に努める。 

⑤「宇佐の文化財を守る会」「安心院縄文会」などの団体と連携して文化財

愛護意識等の啓発を図る。 

 

（３）事業計画 

具体的な施策 指標の説明 
平成 27年度 

指標 
備考 

ア 文化財の調査と保護事業（６項目） 

①市内遺跡発掘調査 各種開発に伴う重要遺跡の確認調

査を実施し、遺跡の保護と開発と

の調整を図るための資料を得る。

また、既往調査の報告書を刊行す

る。 

実 施 

国庫補

助事業 

②民間開発対応発掘調査事

業 

民間開発で破壊の危機にある遺跡

の保存を目的に発掘調査を実施す
実 施 

 



る。 

③特別天然記念物オオサン

ショウウオ保護管理事業 

川漁等で不時に捕獲された個体の

保護とともに、保存のための各種

調査を実施する。 

実 施 

 

④天然記念物オオサンショ

ウウオ生息地保存管理計

画策定事業 

河川改修等に伴う生息地の現状変

更等に迅速に対応し、開発と保護

を円滑に進めることを目的に保存

管理計画を策定する。 

実 施 

国庫補

助事業 

⑤各種文化財調査 

 

各種文化財について、大学等の研

究者とともに調査を実施する。 
実 施 

 

⑥文化財の指定・登録 文化財指定や登録について、調査

と研究を実施する。 
実 施 

 

イ 文化財の整備と活用事業（９項目） 

①国指定史跡法鏡寺廃寺跡

直接買上げ事業 

史跡公園として整備する上で必要

な用地を購入する。 
実 施 

国庫補

助事業 

②国指定史跡法鏡寺廃寺跡

保存整備事業の要望 

都市公園的要素を含む史跡整備を

実施するための事業採択を目指

す。 

実 施 

 

③宇佐海軍航空隊等展示施

設管理事業 

宇佐市平和資料館を日常的に管

理・運営するとともに、展示資料

の充実を図る。 

実 施 

 

④史跡宇佐神宮境内保存修

理事業 

（事業主体：宇佐神宮） 

朽損が顕著な下宮神門の桧皮屋根

の葺替えを実施する。 実 施 

国庫補

助事業 

⑤県指定有形文化財呉橋保

存修理事業 

（事業主体：宇佐神宮） 

檜皮屋根や塗装の劣化が著しい呉

橋の保存修理事業を実施する。 実 施 

県費補

助事業 

⑥国登録有形文化財（建造

物）真宗大谷派四日市別

院本堂修理事業（事業主

体：真宗大谷派四日市別

院） 

真宗大谷派四日市別院（四日市東 

別院）本堂の修理事業を実施する。 

実 施 

国庫補

助事業 

⑦豊前国宇佐宮絵図保存修

理事業 

（事業主体：宇佐神宮） 

絵図の保存修理と収納箱及び太巻

添軸の新調等を実施する。 実 施 

国庫補

助事業 

⑧史跡環境整備事業 

 

法鏡寺廃寺跡、下市磨崖仏、楢本

磨崖仏等の史跡の環境整備を行

う。 

９か所実施 

 

⑨史跡管理委託事業等 

 

(イ)市有地及び市が管理団体とな

っている史跡等の環境整備を、

地元自治区等に委託して実施す

る。（葛原古墳、高倉古墳、京徳

遺跡、虚空蔵寺塔跡、樋尻道遺

跡、光岡城跡、城井 1号掩体壕） 

(ロ)土地の借上げにより駐車場用

地等を確保し、史跡の保存・活

用を目指す。（光岡城跡、虚空蔵

寺塔跡、虚空蔵寺 1 号瓦窯跡、

切寄瓦窯跡） 

11 か所実施 

 

ウ 郷土資料の収集と保存事業（３項目） 



①三和文庫運営事業 寄付金を財源に、宇佐に関する貴

重な資料を購入する。 
実 施 

 

②戦争資料収集事業 宇佐海軍航空隊に関する資料の収

集を実施する。 
実 施 

 

③ふるさとの遺産アーカイ 

ブ事業 

方言や民話等の郷土資料と戦争体

験者の証言等を記録し、次代に伝

える。 

 

実 施 

 

④旧柳ヶ浦給食センター撤

去事業 

貴重な文化財の散逸を等を防ぎ、

活用を進めるため、老朽化した収

蔵庫を撤去する。 

 

実施 

 

エ 伝統文化の保存と継承事業（１項目） 

①伝統芸能の継承育成 伝統芸能を継承する団体への各種

助成事業をとおして活動を支援す

る。 

実 施 

 

オ 文化財愛護の啓発と普及事業（６項目） 

①市民環境歴史教室事業 

 

関係機関や団体等と連携し、宇佐

市の歴史・文化や豊かな自然など

に関する講座を開催する。 

６回実施 

 

②文化財公開活用事業 文化財修復現場や発掘調査現場等

の公開を行うことにより文化財保

護意識の高揚を図る。 

実 施 

 

③国指定文化財管理費補助 

事業 

 

防災施設の保守点検を実施する。 

（宇佐神宮本殿、善光寺本堂、龍

岩寺奥の院礼堂） 

３か所実施 

国庫補

助事業 

④文化財防火デーの実施 

 

毎年 1月 26日に文化財管理者、自

衛消防隊、宇佐市消防本部、宇佐

市教育委員会が実施主体となり、

防火・放水訓練と防災施設の査察

を実施する。 

（宇佐神宮・大善寺・大楽寺・善

光寺・東別院・龍岩寺） 

６か所実施 

 

⑤文化財愛護少年団育成事

業 

和間・天津・宇佐文化財愛護少年

団の各種活動の支援、及び指導者

の育成活動を推進する。 

実 施 

 

⑥文化財保存団体等の支援 (イ)各種文化財の保存活動を行っ

ている団体を支援する。 

(ロ) 宇佐の文化財を守る会・安心

院縄文会などの民間団体と連携

し、文化財の愛護意識の高揚や

啓発普及を図る。 

(ハ)関係機関や団体と連携して

「世界農業遺産」や「世界文化

遺産」関連事業を推進する。 

実 施 

 

 

５．図書館 

 

（１）基本方針 

 宇佐市民図書館は、図書館法、教育振興基本計画に基づき、多様な市民ニー

ズに応えるため一般資料や郷土資料、視聴覚資料のなどの収集・整理に努める



とともに、資料を活用した宇佐学顕彰事業の継続や施設機能を活用した展示会、

講演会などを開催する。さらに、ネットワーク機能、分館、自動車図書館活動

の充実を図り、幼児期から本に親しむ環境づくりや全域サービスの推進により、

市民の書斎、情報センターとしての図書館づくりに努める。 

 また、「うさ教育・家庭・読書の日」の定着を図るため、「第二次宇佐市子ど

も読書活動推進計画」に基づいて、学校図書館や各種団体と連携し、「子どもの

読書活動」を推進する。 

 なお、少子高齢化、高度情報化、地方分権化等の社会の大きな進展・変化に

伴う市民の様々な要請に対応するため、子育て支援やビジネス支援、医療・健

康情報コーナー等の充実を図る。 

 

（２）重点目標 

ア 図書館資料の収集・整理の充実 

   一般資料・児童資料・調査相談資料・郷土資料・逐次刊行物・ＡＶ資

料等を収集するとともに、子育て支援やビジネス支援、医療・健康情報

など利用者の多様なニーズに配慮した資料の収集に努める。また、イン

ターネットやデータベースを活用した所蔵資料の整理と紹介や、レファ

レンスサービスの充実に努める。 

イ 図書館資料と施設機能の有効活用 

    図書館開架スペース、エントランス、視聴覚ホール、渡綱記念ギャラ

リー、研修室、工作室等を活用した展示会、講演会、研修会、上映会を

開催するとともに、図書館見学や一日図書館員などを通じ、子どもたち

への図書館利用啓発を促進する。 

ウ ネットワーク機能、分館、自動車図書館活動の充実と情報発信の促進 

   国立国会図書館、大分県立図書館、その他の公共図書館、専門図書館

との連携により、きめ細やかな資料提供に努める。本館・分館・自動車

図書館の連携による全域サービスを推進する。市報、図書館だより、ホ

ームページ、フェイスブック等を活用し、幅広く情報発信をする。 

エ 「第二次宇佐市子ども読書活動推進計画」の推進 

    実行委員会での進捗管理と施策の実施を推進する。学校、地域、行政、

各種団体と連携することで、子どもの読書環境の向上を図る。 

オ 「うさ教育・家庭・読書の日」の推進 

    １１月の第３日曜日の催しを通じて読書活動の推進を図るとともに、読

書感想文・感想画コンクールなどを通じて子どもたちに読書の機会を創

出する。 

カ 読書環境づくりの充実 

    市内全域サービスと団体貸出を促進する。小学一年生への利用案内、

図書館見学、一日図書館員の実施や、各種講座・教室を開催。ブックス

タート、読み聞かせ、おはなし会、ブックトークなどを通じて子どもの

読書環境の向上を図る。 

キ 図書館事業・行事の充実 

   読書月間、読書週間等に館内行事・展示等を実施。ボランティア団体



の育成と、連携の強化を図ることで、図書館事業や行事の多様化と充実

に努める。 

 

（３）事業計画 

具体的な施策 指標の説明 
平成２７年度 

指標 
備考 

ア 図書館資料の収集・整理の充実（２項目） 

①市民一人あたりの貸出し

冊数（貸出密度） 
市内貸出冊数／奉仕人口 5.0 冊 

 

②市民一人あたりの蔵書冊

数 
蔵書冊数／奉仕人口 4.5 冊  

イ 図書館資料と施設機能の有効活用（１項目） 

①上映会（視聴覚ホール） 毎週土・日の上映会の来場

者 ※夏休み、祝日の特別

上映会を除く 

1,400 人 

 

 

ウ ネットワーク機能、分館、自動車図書館活動の充実と情報発信の促進（１項目） 

①小学校を中心にした全域

サービス 

自動車図書館ステーション

年間貸出冊数 
25,000 冊  

エ 「第二次宇佐市子ども読書活動推進計画」の推進（１項目） 

①実行委員会の開催 各種団体連携協議 
２回  

オ 「うさ教育・家庭・読書の日」の推進（１項目） 

①読書感想文・感想画コンク

ール表彰式 

応募点数 
2,400 点  

カ 読書環境づくりの拡充（１項目） 

①小学 1年生への利用案内 図書館職員が学校へ出向

き、説明する 

市内全新一年

生 

 

キ 図書館事業・行事の充実（２項目） 

①横光利一俳句大会 応募点数 
9,000 点  

②宇佐学顕彰事業 マンガの刊行 
塁計 5 冊  

 

 


